
(参考) TIIS ： ト ヨ タ イ ンテ リ ジ ェ ン ト  ア イ ド リ ング ス ト ッ プ
[車両停止時に自動的にエン ジ ン を停止、 発進時に自動的に再始動させる、 燃費向上と排出
ガス低減を図る システム］

※作業時は、 “高電圧作業中である こ と” を周囲の人に注意喚起するため、 ｢高電圧作業中 触るな!｣の標示を
行っ て く だ さ い。 (P.10、 P.215を コ ピ ー し てご活用 く だ さ い。 )

・ 本マニュアルは、 ト ヨ タ自動車(株)の｢HVバ ッ テ リ ーユニ ッ ト (ニ ッ ケル水素電池/ リ チウ
ムイオン電池)｣および｢ヴ ィ ッ ツTIIS用バ ッ テ リ ーユニ ッ ト ( リ チウムイオン電池)｣の回
収 ・ リ サイ クルマニュアルです。 これは、 日本国内の自動車解体事業者様にご活用いた
だ く ために作成し た も のです。

・ それぞれのバ ッ テ リ ーユニ ッ ト の回収 ・ リ サイ クル、 取 り はず し方法等については、 本
マニュアルの該当する項目を ご覧 く だ さ い。

・ なお、 車種によ り バッ テ リ ーユニ ッ ト の形状、 取 り はず し方法等が異な り ますので、 必
ず車種 ・ 型式を ご確認の上、 対応する項目を熟読し ていただき、 安全な作業を行って く
だ さ い。

※本マニュアルの内容は ト ヨ タ のホームページ(http://www.toyota.co.jp/)に も掲載し て
います。
ト ッ プページ＞CSR ・ 環境 ・ 社会貢献＞環境への取 り 組み＞HVバ ッ テ リ ー リ サイ クル
の順にア ク セス し、 ご覧になれます。
＜ホームページ掲載箇所＞
 http://www.toyota.co.jp/jp/environment/recycle/law/recycle_fee/battery.html

※今後発売する車種について も、 順次ホームページに掲載し てい く 予定です。

■ハイブリ ッ ド車からHVバッテリーユニッ トを取りはずす際の注意点

 1. ハイ ブ リ ッ ド 車には、 通常の鉛電池と駆動用の高電圧電池 (200V ～ 288V) の 2 種類の
バ ッ テ リ ーユニ ッ ト が搭載されています。
使用済み と な っ たハ イ ブ リ ッ ド 車を解体す る場合には、 こ の2種類のバ ッ テ リ ーユ
ニ ッ ト を取 り はず し て く だ さ い。
通常の鉛電池の取扱いは、 通常の自動車用鉛電池と同様に取 り はず し処理を し て く だ
さ い。

 2. HVバ ッ テ リ ーユニ ッ ト を取 り はずす際の重機によ る解体の禁止
使用済み と なった車の HV バ ッ テ リ ーユニ ッ ト は基本的に充電状態にあ り 、 HV バ ッ テ
リ ーユニ ッ ト 本体が破損し た場合、スパークや発火、液漏れ事故の原因と なるため、ニ
ブラ (自動車解体機)や重機など、 HVバッ テ リ ーユニ ッ ト 本体を破損させる恐れのある
方法で取 り 出すこ と は絶対に し ないで く だ さ い。

 3. HVバ ッ テ リ ーユニ ッ ト の引取 り をお断 り する場合
HVバッ テ リ ーユニ ッ ト は高電圧を伴 う自動車部品のため、 本マニュアルに従った適切
な取扱いが必要です。本マニュアルに従わず、HVバッ テ リ ーユニ ッ ト を分解し た も の、
ある いは重機等を使用し て取 り はずす等、 不適切な取扱いによ って損傷等を生じ たHV
バ ッ テ リ ーユニ ッ ト は非常に危険な状態と な り 、 回収時等の事故発生の原因に も な り
ますので通常の方法ではお引取 り できません。 あ らか じ めご注意 く だ さ い。




